

































































































































































































































































































中学校１年 中学校２年 中学校３年 合計 中１と中３の差
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 中１と中３　χ2検定：*** p < .001
表11　子どもの戸惑い・悩みの様子（学年別）





























































































合計 14.0％ 66.3％ 19.7％


















































































































 χ2検定：*** p < .001
表13　養育態度（学年別）














































































































































































 中１と中３　χ2検定：* p < .05
表15　PTA役員など学校の仕事の手伝いをする（学年別）
































































































































 中１と中３　χ2検定：** p< .01
表18　子どもの友達の親と話をする（学年別）



















































































































































中１と中３の差 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. * n.s.












中１ 人数 119 34 39 8
％ 59.5％ 17.0％ 19.5％ 4.0％
中２ 人数 13 3 4 1
％ 61.9％ 14.3％ 19.0％ 4.8％
中３ 人数 120 27 44 10
％ 59.7％ 13.4％ 21.9％ 5.0％
合計 人数 252 64 87 19





















































































































































































































































































































































合計 31.8％ 48.2％ 20.0％










































































































































































































































































































































72 72 28 27
36.2％ 36.2％ 14.1％ 13.6％
中２ 人数
％
6 10 2 3
28.6％ 47.6％ 9.5％ 14.3％
中３ 人数
％
84 47 45 24
42.0％ 23.5％ 22.5％ 12.0％
合計 人数
％
162 129 75 54
38.6％ 30.7％ 17.9％ 12.9％
 中１と中３　χ2検定：* p < .05
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中学生をもつ親の子育て状況・不安と子どもの特性
遊べる公園や遊び場」「２．家庭外で子どもが安心して
過ごせる居場所」「８．経済的支援」「11．将来の進路や
職業を考える機会や出会い」は、約９割の親が必要と
していた。「３．無料あるいは安価で勉強を教えてくれ
る場」「６．子どもの発達や育ちについて相談する専門
機関」「７．学校についての第３者への相談窓口」「10．
子どもが地域の人々と交流できる機会」は約８割の
親、「４．子どもや子育てについて親どうしおしゃべり
ができる場」「５．先輩の父母のお話を聞く機会」は７
割の親、「９．子どもや子育てについての講演会」は７
割の親が必要としていた。とくに「とても必要であ
る」が５～６割と多かったのは、「将来の進路や職業
を考える機会や出会い」「経済的支援」「公園や遊び
場」「安心して過ごせる居場所」であった。中学卒業
後に向けての進路に関するサポートと、経済的・物理
的支援がより望まれている。なお、経済的ゆとりにつ
いての回答は、「ゆとりがない」が全体で15.2％、「あ
まりゆとりがない」が39.8％、あわせて55.0％であっ
た（表27）。「講演会」は、中１と中３は、「とても必
要である」が１割未満であったが、中２は２割を超え
ており、親の子育ての悩みや迷いを反映しているので
はないかと思われる。
　「子どもの性質や育て方について、積極的に情報を
得たい」かどうかについて、現状と今後について尋ね
た。表28のとおり、全体で４割の親が現状に満足し
ていたが、「今あるがもっと増やしたい」も３割、「今
ないので増やしたい」が１割強あった。中３よりも中
１の方が、「今あり、このままでよい」がやや少なく、
「今あるが増やしたい」が多かった。中２は現状に満
足している親が少なく、増やしたいと思っている人が
６割ほどいた。
４．まとめと今後の分析すべき課題
　本稿では、各質問項目に対する学年ごとの集計を中
心に、基礎的データをまとめた。前回調査は、対象の
子どもが小学校５年生から中学校１年生であったの
で、小学生と中学生との違い、つまり「勉強や進路に
関しての心配や不安が子どもが中学生になって増大し
ていく一方で、学校・子どもの友人の親・地域社会・
行事をもとにしたネットワークへの参加が減少してい
るということ」が明らかになったが、今回調査では、
対象児が同じ中学生であったため、学年間の際だった
差はみられなかった。しいていえば、中３の家庭で
「子どもと勉強や進路のことについて話をする」が増
え、「地域や自治体のイベントや行事に参加すること」
が減っていることが挙げられる。そして、小学校の時
期に比べると、学校の先生に相談したり要望を伝えた
りする親の比率が下がっている。先生の子どもへの目
配りや進路や受験に関する情報提供、補習や個別の
フォローは中１より中３の方に満足している親が多
く、とくに中３での学校の努力も窺われたが、要望が
ありながら伝えられないでいる親も中学校全体で２割
弱いた。親の悩みや要望の内容とそれを相談できる場
について、記述回答も含めてその現状をさらに分析し
ていきたい。
　今回調査では、親の要望や支援ニーズも尋ねたが、
多くのニーズが寄せられた。特に学習上何らかの困難
をもっている子どもたちとその親には、より悩みが深
く、より支援が求められていることが予想される。子
どもの特性とりわけ広汎性発達障害・学習障害・
ADHDなどの発達障害に関連のある特徴をもつ子ど
もの親の、子育て状況や不安、支援ニーズなどを分析
し、中学生の時期の支援体制を検討していくことが必
要である。
　さらに、母親とともに、子ども自身にも家族関係や
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学校生活・友達関係、自尊感情等に関する質問紙調査
を実施し回答を得ているので、この回答と上記の親の
回答とを照合し、親のとらえる子どもの特徴や子育て
不安と子ども自身がとらえる生活状況との関連につい
て分析することによって、興味深い結果が得られるこ
とが期待できる。そして、親の回答については12年間
にわたる縦断的データが蓄積されたので、思春期に家
庭や学校で困難を抱える子どもたちの、乳幼児期の特
徴や親の意識などとの関連について縦断的に分析して
いくことによって、子どもの変化や親の意識の変化が
明らかになり、障害の早期発見や早期支援の方法を改
善・開発することに寄与することができるであろう。
　また、今回は、家庭の経済的状況に関して、主観的
な経済的ゆとり感と、客観的指標である家庭の年収の
両方を質問項目に入れた。家庭の子どもの数等によっ
て、両者の関係は異なってくることが予想される。今
後、家庭の年収や経済的ゆとり感と子育て不安、学校
関連不安との関連、そして不安と関連していると思わ
れる親の地域や学校でのつながりと年収及び経済的ゆ
とり感の関連について分析していくことによって、経
済的な視点を考慮した支援方法も検討していきたい。
〈付記〉本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金によ
る研究（基盤研究Ｃ、平成22年度～25年度、課題番号
22500701）「育児困難な親子への支援に関する思春期まで
の縦断的研究：経済格差・発達障害を中心に」（代表；神
田直子、連携研究者；山本理絵、伊田勝彦、小渕隆司、石
野陽子）によるものである。
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